
1．今回の改訂の基本的考え方

○ 障害の重度・重複化、発達障害を含む多様な障害に応じた指導を充実するた
め、「自立活動」の指導内容として、「他者とのかかわりの基礎に関すること」など
を規定
○ 重複障害者の指導に当たっては、教師間の協力した指導や外部の専門家を活
用するなどして、学習効果を高めるようにすることを規定

障害の重度・重複化、多様化への対応

○ 一人一人の実態に応じた指導を充実するため、すべての幼児児童生徒に「個
別の指導計画」を作成することを義務付け

○ 学校、医療、福祉、労働等の関係機関が連携し、一人一人のニーズに応じた
支援を行うため、すべての幼児児童生徒に「個別の教育支援計画」を作成する
ことを義務付け

○ 特別支援学校（知的障害）における職業教育を充実するため、高等部の専門
教科として「福祉」を新設
○ 地域や産業界と連携し、職業教育や進路指導の充実を図ることを規定

○ 障害のある子どもと障害のない子どもとの交流及び共同学習を計画的・組織
的に行うことを規定

一人一人に応じた指導の充実

自立と社会参加に向けた職業教育の充実

交流及び共同学習の推進

２．主な改善事項

障害の重度・重複化、多様
化に対応し、一人一人に
応じた指導を一層充実

幼稚園、小学校、中学校
及び高等学校の教育課
程の改善に準じた改善

自立と社会参加を推進す
るため、職業教育等を充
実

特別支援学校学習指導要領等の改訂のポイント


